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銀行における税効果会計情報の価値関連性に
対する経営者の裁量的行動の影響

























































先行研究が蓄積されている．Amir et al.（1997）は，財務会計基準書（Statements of Financial








Ayers（1998）は，SFAS No. 109 により開示された繰延税金負債が，FASB（米国財務会計基
準審議会）の会計原則審議会意見書（Accounting Principles Board Opinions；以下APBO）No.
11 に対して追加的に価値関連的な情報を提供しているか否かについて分析した．その結果，
SFAS No. 109 は APBO No. 11 よりも価値関連性が高いことを示唆する結果を得ている．







































証するために，モデル 1∼ 4 を設定する．全ての変数は１株当たりのものであり，添え字の i
は企業を，tは年度を示す．
モデル１ P i,t/b0+b1BV i,t
+b11E i,t+e i,t
モデル２ P i,t/b0 +b2BV' i,t+b3NDTA i,t
+b11E i,t+e i,t
モデル３ P i,t/b0 +b2BV' i,t +b4DTTD i,t+b5DTNOL i,t
+b6DTLAND i,t+b7DTL i,t+b8VA i,t +b11E i,t+e i,t
モデル４ P i,t/b0 +b2BV' i,t +b4DTTD i,t+b5DTNOL i,t
































































VA i/a0+a1AFD i+a2ARBC i+a3SL i+a4SOL i+a5DEP i+a6DTNOL i+a7OTHER i










となる．そして，推定された a0から a11と各サンプルのデータを用いて VAを推定する（この
推定されたものが評価性引当額の非裁量部分〔Non-discretionary valuation allowance；NDVA〕
となる）．その上で，実際の評価性引当額から NDVAを控除することによって評価性引当額の





























































平均値 標準偏差 最小値 中央値 最大値
P 484.80 200.76 56.80 466.00 1756.00
BV 559.68 279.95 5.37 516.14 1522.45
BV’ 481.74 308.77 −147.43 443.55 1572.14
NDTA 77.93 68.67 −232.86 78.67 413.68
DTTD 121.74 48.89 37.17 113.31 420.52
DTNOL 5.11 11.99 0 0 116.57
DTL 36.38 50.52 0 12.60 381.84
DTLAND 12.53 19.60 0 0 103.57
E −1.58 42.38 −208.18 10.30 57.31
VA 8.47 17.99 0 0.29 78.70
NDVA 9.57 12.55 0 4.96 70.76
DVA −1.10 11.12 −31.92 −0.75 51.64
表２ 変数間の相関係数
P BV BV’ NDTA DTTD DTNOL DTL
DT
LAND
E VA NDVA DVA
P １
BV 0.67 １
BV’ 0.65 0.98 １
NDTA −0.20 −0.32 −0.51 １
DTTD 0.18 0.36 0.20 0.54 １
DTNOL −0.21 −0.35 −0.38 0.29 −0.07 １
DTL 0.36 0.58 0.67 −0.64 0.20 −0.16 １
DTLAND 0.09 0.29 0.34 −0.33 0.03 −0.17 0.04 １
E 0.27 0.31 0.37 −0.39 −0.31 −0.13 0.21 −0.01 １
VA −0.47 −0.51 −0.53 0.31 0.02 0.35 −0.23 −0.22 −0.36 １
NDVA −0.43 −0.54 −0.57 0.40 0.06 0.47 −0.27 −0.25 −0.47 0.79 １


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が有意である 2002 年ならびに 2003 年において裁量部分（DVA）についてマイナスで有意と
なっている（有意水準５％）．
サンプルの平均的傾向として 2002 年を谷として 2003 年より業績回復傾向にある．ただし，
2003 年は回復傾向にあるものの赤字の銀行が多く，2004 年になって多くのサンプルで黒字と
なった．これと連動して純繰延税金資産（NDTA）残高は 2003 年がピークの水準にあり，評価
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